


　企業の方からは、ホテル業界に限らず、「YMCA の留学生を採用したい」という嬉しいお声を多く頂戴しております。宿泊業分野だ
けでなく、観光業分野、商業分野等さまざまなビジネス分野への就職を目指す留学生が学びを得られるのが「国際ビジネス科」です。
　「国際ビジネス科」には、ホスピタリティ・接客サービス・観光ビジネスの授業を中心に、ビジネス実務やマーケティング、IT スキ
ル、語学（日本語・英語）等の授業があります。もちろん、長期インターンシップも可能です。講義・演習では、第一線で活躍中の現役
のプロや、業界を知り尽くした講師陣から、専門知識を学びます。また、現在国内で起業している外国人を講師に招き、起業のための
ノウハウも学びます。これらの専門科目に加えて、語学にも力を入れます。日本語は、レベル別の少人数クラスで四技能 ( 文法・語彙・
読解・聴解 ) を総合的に学び、JLPT 対策も取り入れ、在学中に N� ～ N� の取得を目指します。英語クラスでは、接客だけでなくビ
ジネスシーンで通用するビジネス英語を学びます。語学とビジネススキルを身に付けた外国人材は即戦力となり、国内外で活躍の場
が広がります。また、ホテル科、国際おもてなし科との合同授業もあり、学校イベントやボランティア活動等、日本人との相互交流が
盛んに行われます。このことは、日本文化・習慣の理解や日本語の習得に大いに役立っています。
　卒業後は、これまでも要望が多くあった飲食業をはじめ、国際貿易（海外販路の開拓）、空港業務、旅行関係や一般企業など幅広く就
職先を得られます。すでに、在学中のインターンシップや � 年後の卒業時の採用の相談をいただい
ている企業もあります。

　卒業生たちの活躍により、企業の皆様からいただいている信頼を失うことなく、さらに連携を強
め、様々な業界に貢献できる外国人材を育てていくことを私たちの使命として、YMCA らしい「国
際ビジネス科」となるように進めてまいります。皆様のご協力・ご支援を、どうぞよろしくお願いい
たします。

( 国際おもてなし科担任：小林尚美 )

　ホテル専門学校では、毎年の夏期実習が、学生たちにとって非常に重要な経験の一つとなっています。この実習プログラムは、� 月
�� 日（火）から � 月 �� 日（金）までの約 � ヶ月間にわたって行われます。主に � 年生が参加し、全国各地のホテルで実務経験を積む
機会があります。今年度は、ホテル科から � 名と国際おもてなし科から �� 名の計 �� 名の学生が実習に参加しました。学生たちの多
くは、ホテル業界での実務経験が初めてで、この実習を通じて専門的なスキルや知識を磨いています。実習は、日本全国各地で行われ
ました。仙台市内、軽井沢、舞浜、東京など、異なるロケーションで学生たちは実践的なホテル業務に取り組みました。彼らは授業で学
んだ専門知識や技術を実際の業務に応用し、ホテルスタッフとしてのマナーやお客様への対応、宿泊施設運営の実務に関する幅広い
スキルを磨きました。今年度の実習先は、ウェスティンホテル仙台、仙台 なだ万、仙台ロイヤルパークホテル、ホテルメトロポリタン
仙台、ホテルプレミアムグリーンヒルズ、ホテルグリーンウィズ、ホテルプレミアムグリーンプラス、グランドエクシブ軽井沢、シェ
ラトン・グランデ・トーキョーベイ・ホテル、ホテル鹿島ﾉ森、そしてホテルニューオータニ東京の �� カ所でした。実際に実習先へ
訪問した際、会えた学生たちは皆、明るい笑顔で迎えてくれました。その笑顔からは、実習を楽
しんで学んでいることが伝わり、実り多い時間を過ごしていることは明らかでした。この夏期
実習は、学生たちにとって貴重な機会であり、彼らの成長と将来の選択肢の幅を広げるために
大いに貢献するものとなっています。

夏期実習先訪問

( 教務：佐竹辰太郎 )

国際ビジネス科へ

国際・地域協力募金

　１０月１７日（火）、北海道・十勝の大地で育った、美味しいじゃがいも・かぼ
ちゃ・たまねぎが届きました。コンテナの扉が開いた瞬間、搬入作業のために集
まった職員やリーダーの皆さんの気合が一気に高まりました！毎年恒例、バケツ
リレーのように段ボールをお隣りへ…。美味しさと栄養がたっぷり詰まったじゃ
がいもやかぼちゃは、本当に『重い』…。その分育ててくださった方の『思い』も
たっぷり詰まっていることを感じます。搬入作業に来てくださった皆さん、ご協
力ありがとうございました。
　届いたじゃがいも・かぼちゃ・たまねぎは、事前予約で購入の皆さんにお渡し
すると共に、各施設などで、国際・地域協力募金特別プログラムとしてばら売り
も行う予定ですので、ぜひご購入ください。
　このプログラムにより得られる販売利益は、東日本大震災被災地支援、仙台
YMCA子ども支援プログラムなど、様々な社会活動に役立てられます。ぜひご理解
とご協力をお願いいたします。 ( 国際・地域協力募金実行委員：木村由佳 )

報 告





一般会員・サポート会員を

お問い合わせ：本部事務局

随時募集中です

TEL：���-���-����
FAX：���-���-����

ぜひ会員として、
仙台YMCAの活動をお支えください

国際・地域協力募金実行委員長　三上 雅敏 Column

清水 弘一

（�月��日～��月��日)
皆様のお支えに、心より感謝申し上げます

維持会費

工藤 悦子 
維持会員A 維持会員 C

※敬称略

こどもセンター

　私と YMCAの出会いは、学生の時のユースボランティアリーダーとしてでした。友人に誘われて YMCAの存在、ボランティアリーダーの存

在を知りました。学生リーダーとしては細く長く、５～６年間、プールリーダーを中心に、季節キャンプやタイワークキャンプにも参加しまし

た。ウェルネスクラブのプールフロントもやり、たくさんの会員さんに可愛がっていただきました。初めてボランティアリーダーとして

YMCAのプールに入ってから今年でちょうど ��年！今では３人の母になり、長女（小３）はポップクラブ、スイミング、ピアノなどでお世話に

なり、 長男（年長）はスイミングなどでお世話になっています。二女（年少）もスイミングデビューを検討中です。私が初めて YMCAに来てから

２０年、私の YMCAとの関わり方は「ボランティアリーダー」から「メンバーの保護者」と大きく変わりましたが、昔も今も私の大切な生活の一

部になっています。子どもたちがキャンプに参加して、帰宅後キャンプでの思い出話を聞いたりすると、子どもたち

が充実した体験を持てたことに感謝の気持ちを感じています。私も学生の時もっとキャンプのリーダーをやればよ

かったなぁ…とか、私はリーダーの時こんな風に子どもたちと関われていただろうかなどと思ったりもしています。

子ども達がプールを卒業することに頃に私がまたプールリーダーをやるというのもありかもしれません（笑）。リー

ダーのみなさん、スタッフのみなさん、いつもありがとうございます。これからも様々な関わり方で、私の生活の大切

な一部として YMCAと関わっていけたらと思っています。

YMCAと私

高橋梨香さん ( ポップクラブ高橋志保ちゃん保護者 )

　����年度、国際・地域協力募金実行委員長を拝命いたしました。

　名ばかり委員長ではなく、社会貢献をするという当事者意識を持ち、各施設の実行委員の皆様と頑張りたいと思い

ます。ご協力をお願いいたします。

　昨今、世界各地では紛争や自然破壊など悲惨な事が多々あります。報道でもありますように、未来を担う子どもたち

の犠牲がたくさんあり、なぜ同じ人間同士で争わないとならないのか、疑問に思うことが多くあります。

　また、地球温暖化による自然環境が壊れつつあり、コロナに代表されるように、世界各国で新たな病原体が発見され

ております。また、身近な情報として、仙台の平均気温が ��年前の宇都宮と同じといわれており、我々の主食である米の生産地が新潟・東北

から北海道へと移動しております。以上のことは、世界的問題として政治が考えていく問題としつつ、我々は目の前の小さな貢献のため活動

をしていきましょう。

　今年度はコロナの影響で出来ておりませんでした街頭募金を実施予定です。皆様もご協力いただければ幸いです。よろしくお願いします。

『小さな善意で未来へ貢献』

中島 恵

ご購入
ありがとう
ございました !!

国際・地域協力募金実行委員会

十勝 じゃがいも・
かぼちゃ・たまねぎ 販売
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